
愛　媛　県

平成18年度森林環境税活用事業実績ダイジェスト版

県民参加による 
「 森林環境の保全 」 と 
「 森林と共生する文化の創造 」 

をめざして 



近年、水源のかん養や県土の保全、地球温暖化の防止など森林の持つ多面的な機能に対

する関心が高まっておりますが、森林・林業を取り巻く状況は依然として大変厳しく、整

備の行き届かない森林が増加することによる公益的機能の低下が懸念されております。

このため、県におきましては、平成13年を「森林そ生元年」と位置づけ、林業者や県、

市町が中心となって、水源の森林
も り

づくり推進モデル事業や放置森林対策、公共施設の木造

化推進など、森林の環境資源としての役割を重視した施策を積極的に展開しております。

また、平成17年度からは森林環境税を導入し、県民参加による「森林環境の保全」と「森

林と共生する文化の創造」に取り組んでいるところであり、今後とも、この森林環境税を

有効に活用しながら、「森をつくる」、「木をつかう」、「森とくらす」という3つの視点で県

民総ぐるみの森林
も り

づくり運動を進めていきたいと考えております。

本書は、森林環境税を導入し2年目となる平成18年度の成果をとりまとめたものであり

ますので、是非御一読いただき、森林の整備・保全に対する関心を更に高めていただけれ

ば幸いに存じます。

なお、平成20年秋には、愛媛県で「第32回全国育樹祭」が開催されますが、この機会に

本県のさまざまな取り組みを全国に向けて発信するとともに、全国からお越しの方々を

“お接待の心”でお迎えする手づくりの大会にしたいと考えておりますので、皆様の一層

の御理解と御協力をお願いいたします。

平成19年6月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛媛県知事　　加戸　守行

「E～もりくん」は、森林環境税の普及啓発用シンボルマーク
として、また、平成20年秋に本県で開催される「第32回全
国育樹祭」のシンボルマークとして活躍しております。

○表紙：森林環境税普及啓発用ポスター
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●森林環境税を活用した施策の仕組み（平成18年度事業） 

●森林環境税を活用した事業の成果指標と目標値［5ヶ年（H17～21年度）］ 
　事業成果については、県民の皆さんにわかりやすいよう、目に見える形で公表することとしており、 
以下のような指標と目標値を設定しました。 

●平成18年度の事業実績 
　森林環境保全基金歳入347,000,000円に対し、県指定事業と公募事業により253,166,611円で 
事業を実施しました。（森林整備面積273ha､ 木材使用量4,848m3､ 県民参加人数60,232人） 

森林環境の保全と森林と共生する文化の創造 

森の交流センター 

森とくらす 

森をつくる 

①県民と森との交流促進事業 
②県民参加の森設置・提供事業 
③「森はともだち」推進事業 
④自然観察会開催事業 

指
定
事
業 

①源流の森整備保全事業 
②集落防災緊急森林整備事業 
③流木等防止山地保全事業 
④里地里山再生モデル事業 

指
定
事
業 

○水源の森づくり 
○放置森林（竹林）の整備 
○里山の整備　　　　　　　など 

公
募
事
業 

①木の香る環境づくり促進事業 
②木に親しむ学び舎づくり促進事業 
③木質バイオマス利用促進事業 
④えひめ産材住宅普及啓発事業 
⑤公共施設木材利用推進事業 
⑥県立学校校舎整備事業 

指
定
事
業 

○ベンチづくりと配布 
○親子木工教室 
○間伐材活用体験    　　など 

公
募
事
業 

○森の観察会や森林環境教育 
○森での自然・生活体験 
○炭焼き・クラフト体験  など 

公
募
事
業 

・基金の管理 
・事業内容の検討 
・成果の公表 など 

透明性・ 
効率性の確保 

個人、法人、任意団体、 
協同組合　など 

県 民 

森林整備面積 
1,700ha

県内の年間間伐実施面積 
（16年度8,484ha）の 

20%程度 

木材使用量 
3万1千ｍ３

 

年間に生産される 
木材46万3千ｍ3の 

7%程度 

県民参加人数 
23万人 

県民（149万人）の 
15％程度 

木をつかう 

●ボランティア､ NPO等のネットワーク化、活動・交流支援 
●フィールドの登録・提供  ●森林情報の収集・提供 
●公募事業の推進 

県民の参加・協力・支援 基金の取り崩し 

森林環境税 

積み立て 

①透明性が高いこと 
②県民にわかりやすいこと 
③目に見える形で結果を出せること 

森林環境保全基金 

事業実施の考え方 

指定事業 公募事業 

愛媛県森林環境保全 
基金運営委員会 

公募事業の審査 

事
業
公
募 



指定事業

源流の森整備保全事業

緊急に整備の必要な森林を限定して、集中的に森林の機能回復を目指す。 森をつくる 森をつくる 

森とくらす 

木をつかう 木をつかう 

森とくらす 

森をつくる 

源流の森（3源流）におい
て森林整備を実施

［実施箇所］西条市（加茂
川源流）、久万高原町（河
の子川源流）、西予市（岩
瀬川源流）
［実施面積］101ha

実績額 48,922千円

集落防災緊急森林整備事業
集落周辺の森林の防災機能
を高めるため、危険度の高
い箇所で緊急に森林整備を
実施

［実施箇所］126箇所（県内
全域）
［実施面積］166ha

実績額 32,716千円

流木等防止山地保全事業
今後の台風豪雨等により流
出する恐れのある河川等に
異常堆積した危険な流木等
を除去

［実施箇所］4箇所：四国中
央市、西条市（2）、久万高
原町
［実施面積］4ha

実績額 18,860千円

里地里山再生モデル事業
放牧牛の除草機能（舌草
刈）を活用した荒廃農地
の整備と併せ、周辺の森
林整備を実施

［実施箇所］3箇所：久万
高原町、大洲市、愛南町
［実施面積］3ha

実績額 4,303千円

木の香る環境づくり促進事業
木材利用への理解を深め
るため、公共的施設等で
地域材を利用した内装木
質化及び外構等への木製
品導入を実施

［実施箇所］4箇所：今治
市、松山市、久万高原
町、宇和島市
［対象者数］35,405人

実績額 5,667千円

木に親しむ学び舎づくり促進事業
将来的な木材に対する理
解を深めるため、児童生
徒を対象に木製品や木造
施設の整備を実施

［実施箇所］2箇所：久万
高原町、鬼北町
［対象者数］625人

実績額 2,793千円

木質バイオマス利用促進事業
二酸化炭素の固定による地球温暖化防止に貢献するため、
林内に放置されている未利用材等を木質バイオマスとして
利用促進

実績額 617千円

えひめ産材住宅普及啓発事業
えひめ材の需要拡大を図
るため、えひめ産材を使
用した展示住宅の建設に
対して助成

［実施箇所］5箇所：西条
市（2）、内子町、西予市、
宇和島市
［対象者数］1,094人

実績額 3,234千円［低質材有効利用量］309m3

�

木材利用の意義、安定的な供給、多様な用途などの普及啓発を推進する。 

森をつくる 森をつくる 

森とくらす 

木をつかう 木をつかう 

森とくらす 

木をつかう 



県民参加の森設置・提供事業
［整備内容］○拠点フィールドの整備

・管理道改良 662m（えひめ森林公園）
・除･間伐 7ha（久谷ふれあい林）
・作業道改良 535m（ 〃　　　）

［整備内容］○身近なフィールドの登録
・新規登録 6箇所（累計24箇所）

［参加者数］479人

手軽に森林を利活用する活
動への参加を促進するため、
フィールドとなる森の整備
を実施

実績額 16,545千円

公共施設木材利用推進事業
木のやわらかさやぬくも
り等の良さを普及するた
め、地域のシンボルとな
る公共施設の木造化を実
施

［実施場所］8箇所：四国
中央市（2）、久万高原町
（2）、大洲市（2）、西予
市、愛南町
［対象者数］1,222人実績額 64,898千円

「森はともだち」推進事業県民と森との交流促進事業

「えひめ山の日」のシンボル事業とし
て「えひめ山の日の集い」を開催

［開催日］11月11・12日
［場 所］五十崎自治センター（内子町）
［参加者数］550人

透明性・公平性を確保するため、基
金運営委員会を開催（2回）し、事業
の調査・審議を実施

［開催日］9月7日、3月22日
［出席者数］委員10人

県民に対し、森林に関する知識や技
術を普及する「森の案内人」を養成
するための講座を開催

［期 間］7月～12月（計10回）
［場 所］えひめ森林公園　ほか
［参加者数］35人

地域緑化の推進を図るため、県管理
施設等において発生した樹木被害の
診断・治療をサポートする「えひめ
緑サポータークラブ」を対象に、技
術研修会を実施

［開催日］2月3日
［場 所］愛媛県緑化センター
［参加者数］33人

実績額 6,448千円　交流人数 1,861人

県立学校校舎整備事業
老朽化が著しい校舎の改
築にあたり、木のぬくも
りを通じた情操教育や健
康管理のため、内装木質
化を実施

［実施箇所］3箇所：今治
西高等学校、今治北高等
学校、しげのぶ特別支援
学校
［対象者数］4,936人実績額 17,000千円

小･中学校において、森林環境を大切にする
児童生徒を育てるため、「総合的な学習の時
間」に森林をテーマにした体験学習を実施

［実施校］5校：新居浜市立角野中、今治市
立鴨部小、東温市立西谷小、大洲市立肱川
中、宇和島市立清満小
［参加者数］836人 実績額 1,575千円

自然観察会開催事業

次代を担う青少年を対象に、自然環境保
全・野生動植物保護思想を醸成するため、
自然公園において自然観察会を実施

［開催回数］3回：伊予市、西予市、四国中央
市・新居浜市
［参加者数］179人 実績額 1,593千円

森との出会いやふれあいを通してその重要性に対する理解を深め、 
県民参加の森林づくりを進める。 

森をつくる 森をつくる 

森とくらす 

木をつかう 木をつかう 

森とくらす 森とくらす 



公募事業
「県民参加の森林づくり」を推進するため、皆様の豊かな発想と行動力を募集し、活動を支援しました。

森をつくる 木をつかう 森とくらす 森をつくる 木をつかう 森とくらす 森をつくる 

�山の木クラブ
夫婦で間伐を！

�丹高千年の森をつくる会
学校林の活用（丹原高校）

�竹林をよくする会
放置竹林の間伐、整備と竹
の有効活用

�奈良原さんの自然を育む会
自然環境を考える森林体験学
習

�えひめ千年の森をつくる会
千年の森の間伐体験

�宮窪小学校PTA環境部
森林循環促進

�えひめ千年の森をつくる会
森林ボランティアの技術習得

�恵雲クラブ
放置竹林の整備を通した森林
環境教育活動

	焚き火クラブ
薪を使ってバイオマス活用


鷹子町ふるさと会
ふるさとの森づくり

�オイスカ愛媛県支局
自分の森をつくろうオイスカ
の森INえひめPART2

�宅並山を育てる会
森とくらす活動に関する事業

久米森と炭焼きの会
森林整備と炭焼きを通じた自
然環境教育推進の活動

�久米里山づくり委員会
久米里山づくり（森の響育学校）

�愛媛木材青年協議会
親子立木伐採体験会

�えひめ中予けんせつ隊
森林ふれあいサポート

�久万高原町公民館父野川分館
ちちのかわ希望の森整備

�柳谷壮年会
さくらの里づくり

�石畳小学校PTA
竹林有効活用

�財団法人新谷公益会
神南山いこいの森づくり

�城廻自治会
長岡山（四季の詩）公園整備

�柳沢林業研究会
竹林の環境整備

�宮内財産区
宮内財産区の森整備活動

�横林自治振興協議会
夢の橋坂石湖水周辺整備

�城川町林業研究会
竜沢寺緑地公園森林浴の森
づくり

�むらの新資源研究会･山奥組
ふるさと広葉樹の森づくり

�宇和町林業研究会
黒瀬城跡周辺森林整備

�滑床千年の森をつくる会
滑床ふれあいの森

�宇和島市森林と緑の推進協議会
南予アルプスフラワーロード
プロジェクト

�東予東部地区林材業振興会議
地域材利用促進のための木造
住宅情報ネットワーク

�NPO法人アジアフィルムネットワーク
新型木製品試作ワークショップ

森をつくる 木をつかう 森とくらす 森をつくる 木をつかう 森とくらす 木をつかう 

 木でつながるなかま「円い森」
木と遊ぶ楽しい時間「どうぞ
のいす」編

!周布小学校PTA
親子木工教室

"愛媛県森林組合職員連盟本会支部
木材市売り体験・間伐材ベ
ンチ製作

#ボランティアグループたまがわ
森林と親しむ「木・子・里」
体験教室

$高浜森林守り隊
ドームと友だち

%木でつながるなかま「円い森」
木と遊ぶ楽しい時間「トント
ンギコギコ図工の時間」編

&NPO法人えひめグローバルネットワーク
地域と世界、山と川をつなぐ
ワークショップ



県民参加の森づくり公募事業（活動提案型）
県民の皆様が企画・立案・実行する活動を公募し、審査・選定のうえ、
補助金を交付

応募件数　70件
事業採択　70件（実施69件）
参加者数　13,595人

実績額
27,995千円

�まちづくり松山
世代間交流を通じ森と木製品
のつながりを知る木工体験教室

�NPO法人松山子ども劇場21
“感じよう木のぬくもり”間
伐材をつかった工作

�愛媛県ウッドカービング同好会
県産材利用促進のための木の
彫刻活動

�ひめゆりグループ
アルプホルンによる都市と山
村の交流

�久万高原町森林と緑の推進協議会
親子木工コーナーの常設

�肱東中学校教養部
親子木工教室

�大洲喜多地産地消の家づくり協議会
大洲喜多地産地消の家づくり
促進

森をつくる 木をつかう 森とくらす 森をつくる 木をつかう 森とくらす 森とくらす 

�中野幼稚園・小学校PTA
親子木工教室

	オフィスシステムセブン
森の音楽教室


八西林業研究グループ
親子木工広場開催

�元気みやのうら
木材とのふれあい促進

�スタジオもみじまる
石鎚山森の学校2006夏

西予市森林と緑の推進協議会
親子で木工体験

�別子山村残しの会
別子山地区森林と歴史を学
ぶ会

�下川地区農業振興会
下川の里山に炭焼き復活を！
炭窯づくり

�えひめ千年の森をつくる会
千年の森の自然体験教室

�夢遊友うずい
広葉樹林の整備を通じた森林
環境教育

�ふくさの森の会
森と木造の家の饗筵

�チームプロジェクト与作
プロジェクト与作（里山再生
プログラム）

�ムッターシューレ愛媛
街の中の“森の広場”

�松山こども夢ひろば
こども森の学校

�えひめ森林ボランティア連絡協議会
県民参加の森づくり推進

�NPO法人自然環境教育えことのは
森の時間その2 森のレスト
ラン

�えひめ森の案内人会
森とふれあい・森の恵みのク
ラフトづくり

�森林･自然体験活動連絡会
森林・自然体験活動推進

�ボランティアやろーぜ
森林環境体験教室（親子）の
開催

�さんきら自然塾
出石山緑の宝物図鑑作成と
春夏秋冬森の役割観察会

�妄想（孟宗竹）コンドルの会
放置竹林の再生と竹炭をつか
った地域の活性化

●森をつくる 
●木をつかう 
●森とくらす 
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'石城レクバレーチーム
木材とのふれあい促進

!南宇和精神障害者の社会
参加を進める会

親子で里山ふれあい事業森林
散策と紙すき体験を通じて

 社会福祉法人宇和町社会
福祉施設協会希望の森

炭焼き・しいたけ栽培体験



税制度の概要

納める方式

納める人

納める額

納める方法

県民税均等割上乗せ課税方式（法定普通税）

県内に住所、事業所などがある個人・法人
（個人県民税及び法人県民税の均等割の納税義務者）

＜個人＞ 年額500円
年齢65歳以上で前年の所得が125万円以下の者については、平成18年度分は100円、平成19年度分
は300円になります。

＜法人＞ 県税条例で定める均等割額の5％相当額

個人県民税は市町が給与所得者は特別徴収、事業所得者等は普通徴収、法人県
民税は法人が県に申告納付します。

税収の管理

実施期間

森林環境税は普通税として徴収しますが、その目的を明確にするため、基金に
積み立て、基金運営委員会を設置することにより適正に管理します。

実施期間は5年間とし、期間満了時に見直し・検討を行います。

資本等の金額の区分　　　 税率 左のうち森林環境税

50億円超 840,000円 40,000円

10億円超50億円以下 567,000円 27,000円

1億円超10億円以下 136,500円 6,500円

1,000万円超1億円以下 52,500円 2,500円

上記以外 21,000円 1,000円

払込（個人県民税） 

＜個人の場合＞ ＜法人の場合＞ 

給与所得者 
（納税義務者） 

雇用主 
（特別徴収義務者） 

市　　町 

事業所得者等 
（納税義務者） 

法　人 
（納税義務者） 

愛媛県 

特別徴収 
（天引き） 

普通徴収 
納付（住民税） 

申告納付 
（法人県民税） 

納入 
（住民税） 
 

古紙配合率100％再生紙を使用しています。 環境に配慮した「大豆油インキ」を使用しています。

お問い合わせ

〒790-8570 松山市一番町4丁目4－2愛媛県庁

農林水産部森林局森林整備課保護緑化係
TEL 089-912-2597    FAX 089-947-1041

〒791-0212 東温市田窪字門田743

森の交流センター
TEL 089-990-7017    FAX 089-990-7073
http://www.pref.ehime.jp/index.jsp


